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:

■縄i
渋沢地区・霊園工事区域におけるノス リの営巣放棄の原因究明及

び保護対策の緊急見直 しについて (回答 )

2016年 6月 10日 付で要望のあ りま した標記の件につきま して、次のと

お り回答いた します。

1 昨年営巣 した巣の現状把握

【回答】

昨年は、一番のノスリが計画地近くに営巣し、 1羽 の雛が無事、巣立ちを

迎えることができました。今年度につきましては、飛翔は確認されているも

のの昨年度の巣での営巣は現時点では確認できていません。

今後につきましては、周辺で営巣を行つている可能性もあるため、しかる

べき時期に確認が可能であれば事業者や神奈川県とも調整 していきたいと考

えております。

2 営巣しなかったことへの原因究明と保護対策の見直し

【回答】

事業者は、猛禽類の調査を毎年実施 していますが、引き続き実施されるモ

ニタリング調査の結果を勘案するとともに、県とも連携を強化しながら指導

に当たっていきます。

今後においても、これまでと同様に、工事が猛禽類の繁殖に及ぼす影響を

最小限にするよう、継続 して指導してまいります。


